
自由集会 
１９日 18:00-20:00 

 会場 タイトル 主催者 

W1 ２講義室 
第 4 回『音声データによる鳥類のモニタリン

グ ADAM(Acoustic Data for Avian 

Monitoring)』 

石田健・植田睦之 

W2 ６講義室 カンムリウミスズメ生息分布調査報告会 伊藤元裕（北海道大）・中村豊（宮崎大） 

    

２０日 18:00-20:00 

 会場 タイトル 主催者 

W3 
A 会場 

（大講義室） 

カワウを通して野生生物と人との共存を考え

る (その 12)衛星追跡と GPS アルゴスとバイ

オロギング 

高木憲太郎（バードリサーチ）・日野輝

明（森林総合研究所関西支所） 

W4 １講義室 和文論文をスムーズに掲載する方法 
濱尾章二（国立科博・自然教育園）・新

妻靖章（名城大） 

W5 ２講義室 餌付け問題を考える（第 1 回） 竹中万紀子 

W6 ３講義室 カッコウ研究の最先端 三上修（立教大） 

W7 ６講義室 
森林性鳥類の長期モニタリング－陸生鳥類

の現状についての情報交換と今後－ 

佐藤重穂（森林総研四国）・石田健（東

京大学）・植田睦之（バードリサーチ）・

山本裕・金井裕（日本野鳥の会） 

W8 
B 会場 

（５講義室） 

「猛禽類保護の進め方」の改訂を考える･･･

希少猛禽類の絶滅危険度の顕著な低下を

めざして･･･ 

高橋誠 1,2・本田智明 2・根本理 2（1：イヌ

ワシ倶楽部、2：日本猛禽類研究フォー

ラム） 

    

２１日 18:00-20:00 

 会場 タイトル 主催者 

W9 ７講義室 
鳥はどこ？ここはどこ！－鳥の移動を知るさ

まざまな取り組みと追跡機器－ 

時田賢一（我孫子市鳥の博物館）・樋口

広芳（東京大学）・玉置晴郎（数理設計

研究所） 

W10 １講義室 
東アジア・オーストラリア地域渡り性水鳥重

要生息地ネットワーク (ガンカモ類)支援・鳥

類学研究者グループ：ＪＯＧＡ 第 11 回集会 

嶋田哲郎（宮城県伊豆沼・内沼環境保

全財団）・須川恒（龍谷大）・呉地正行

（日本雁を保護する会） 

W11 ２講義室 
上関原子力発電所建設計画とカンムリウミ

スズメ －幸せな結末を求めてー 

早矢仕有子（札幌大）・佐藤重穂（森林

総研四国）・中村豊（宮崎大）・藤田泰

宏・福田佳弘（日本海鳥グループ）・古

南幸弘・山本裕（日本野鳥の会） 

W12 ３講義室 
スズメなど一般種のモニタリング：現状と課

題 

黒沢令子（バードリサーチ）・長谷川理

（エコネットワーク） 

W13 
B 会場 

（５講義室） 

風力発電施設が野鳥に与える影響 －風車

建設前と建設後の調査について－ 

浦達也（日本野鳥の会）・北野雅人（北

大・環境科学院）・中津弘 

W14 ６講義室 
DNA バーコーディングと島の鳥の種分化・種

分類研究 
西海功（国立科学博物館） 

W15 
A 会場 

（大講義室） 

ちょっと長めの話を聞く会: 相馬雅代（総研

大・葉山高等研，理研・BSI） 鳴禽類におけ

る発声学習能力の意義と機能：繁殖・産卵・

発達と歌 

中村雅彦（上越教育大・生物） 

 


